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健康・生活委員会
高齢者の健康・生活分科会の活動

令和６年度から７年度にかけて、意思表出に向けて、
課題を話し合う
第１回会議 令和６年３月14日
第２回会議 令和６年５月22日
第３回会議 令和６年７月30日
第４回会議 令和６年10月28日
第５回会議 令和８年４月１日
公開シンポジウム（第１回） 令和７年３月１日

令和７年度：意思表出と学術フォーラムに向けての準備

令和８年６月１８日：見解書の発出



発出した「見解」と分科会メンバー



「見解」の発出に際し、ご協力いただいた方々（多くは本日の発表者）



重ねてきた議論（知見の共有）→これが「見解書」の骨子に

ü 日本の人口の変化を予測し、
ü 新たな住民主体による健康長寿

に向けたまちづくりを示す
ü 枠組みに「エイジ・フレンド

リー・シティ」を活用



ü 住環境（住内外の環境）改善に
よる高齢者の健康・生活支援



ü データ活用と医療・健康DX

uデータサイエンティストの配置と総合的な行動計画立案
部署の設置

u高齢者を見守り、ニーズに対応する仕組みの構築
u DX環境の整備

ü 産官学民連携の推進



見解書の要旨
エイジフレンドリーシティは、世界保健機関（WHO)が2010年に立ち上げた、

高齢者に優しい地域づくりに取り組む自治体等の国際的なネットワーク

図 エイジ・フレンドリー・シティ
８つの主要ドメイン（出典 World Health 
Organization 2023[27]日本語訳中村
桂子氏追加）

超高齢社会の進行と地域コミュニティの希薄化を背景に、高
齢社会政策は、高齢者を支援の対象として捉える発想から、あ
らゆる人々が生涯を通じて地域社会に参画し、互いに支え合う
住民主体・地域参加型モデルへの転換が求められている。その
基盤となるのが、人とのつながりや社会参加、自己決定を通じ
て実現される「幸福長寿」の考え方である。
幸福長寿社会の実現には、住環境・移動環境・地域活動の機
会を、参加と包摂を支える社会的基盤として整備するとともに、
医療・介護・福祉・人口動態・移動等の多様なデータを活用し、
科学的根拠と住民の経験知を融合した政策形成を進めることで、
地域固有の課題に応じた持続可能な社会づくりにつながる。本
見解では、住民主体のまちづくり、住環境改善、医療DX、産
官学民連携の４つの視点から、「健康長寿」から「幸福長寿」
への転換と包括的AFC実現の推進について示す。
。



（１）新たな住民主体による健康長寿に向けたまちづくり

・フレイル予防を通したまちづくりの重要性

（２）住環境（住宅内外の環境）改善による高齢者の健康・生活支援

・歩行しやすい安全な交通・歩道の環境、公共交通
・近隣農地や就労の場の質的整備等、高齢者の社会参加を促す環境の

整備⇒地域の特性に合わせたまちづくりとともに推進

（３）データ活用と医療・健康デジタルトランスフォメーション（DX）

・データを活用した政策立案 

（４） 産官学民連携の推進



ホームページからダウンロードできます！


